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【 公 報 種 別 】 特 許 法 第 １ ７ 条 の ２ の 規 定 に よ る 補 正 の 掲 載
【 部 門 区 分 】 第 １ 部 門 第 ２ 区 分
【 発 行 日 】 令 和 7 年 3 月 1 9 日 ( 2 0 2 5 . 3 . 1 9 )
　
【 公 開 番 号 】 特 開 2 0 2 3 - 1 3 9 7 7 9 ( P 2 0 2 3 - 1 3 9 7 7 9 A )
【 公 開 日 】 令 和 5 年 1 0 月 4 日 ( 2 0 2 3 . 1 0 . 4 )
【 年 通 号 数 】 公 開 公 報 ( 特 許 ) 2 0 2 3 - 1 8 7
【 出 願 番 号 】 特 願 2 0 2 2 - 4 5 4 8 5 ( P 2 0 2 2 - 4 5 4 8 5 )
【 国 際 特 許 分 類 】
   Ａ ６ １ Ｃ 3 / 1 4 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
【 Ｆ Ｉ 】
　 Ａ ６ １ Ｃ 3 / 1 4 　 　 　 　 　 　 　
　
【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 令 和 7 年 3 月 1 1 日 ( 2 0 2 5 . 3 . 1 1 )
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 グ リ ッ パ と 、 グ リ ッ パ よ り 延 び る 軸 と 、 軸 の 先 に あ る ヘ ッ ド と を 備 え 、 ヘ ッ ド を 歯 根 膜  
腔 に 挿 入 し て 、 梃 の 作 用 で 抜 歯 す る 器 具 に お い て 、
　 前 記 ヘ ッ ド は 、 平 面 視 で 二 股 に 分 か れ て 前 記 軸 か ら 遠 ざ か る 方 向 に 延 び る 尖 っ た ２ 本 の  
突 起 と 、 そ れ ら の 突 起 の 間 に あ っ て 突 起 同 士 を 連 結 す る と と も に 、 突 起 の 先 端 よ り も 軸 方  
向 に 凹 み 且 つ 前 記 軸 と 直 交 す る 断 面 視 で 平 面 及 び 底 面 の 双 方 か ら 前 記 突 起 よ り も 凹 ん だ 薄  
い 肉 厚 を 有 す る ウ ェ ブ と を 備 え 、
前 記 軸 は 、 前 記 ヘ ッ ド に 連 な る 又 は 前 記 ヘ ッ ド に 近 い 平 面 側 の 外 面 に 正 面 視 で 湾 曲 し た 凹  
み を 有 す る 、 こ と を 特 徴 と す る 、 抜 歯 器 具 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 ウ ェ ブ に お け る 前 記 軸 と 交 差 す る 方 向 の 凹 部 は 、 平 面 側 及 び 底 面 側 の い ず れ も 前 記  
軸 か ら 遠 ざ か る に 連 れ て 深 く な る と と も に 、 前 記 軸 と 直 交 す る 断 面 視 で 湾 曲 し て い る 、 請  
求 項 1 に 記 載 の 抜 歯 器 具 。
【 請 求 項 ３ 】
　 平 面 視 で 前 記 突 起 の 外 側 の 形 状 線 と 接 す る 線 ａ と 同 じ く 内 側 の 形 状 線 と 接 す る 線 ｂ の な  
す 角 度 α 、 及 び 正 面 視 で 前 記 突 起 の 平 面 側 の 形 状 線 と 接 す る 線 ｃ と 同 じ く 底 面 側 の 形 状 線  
と 接 す る 線 ｄ の な す 角 度 β が い ず れ も ３ ０ 度 以 下 で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 抜 歯 器 具 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 ２ 本 の 突 起 は 、 互 い の 先 端 間 に ２ ? ６ ｍ ｍ の 距 離 、 互 い の 先 端 間 の 中 点 と 前 記 軸 の  
先 端 と の 間 に ５ ? １ ５ ｍ ｍ の 距 離 、 前 記 中 点 と ウ ェ ブ の 先 端 縁 と の 間 に ２ ～ ７ ｍ ｍ の 距 離  
を 各 々 有 す る 、 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 抜 歯 器 具 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 グ リ ッ パ は 、 径 大 の 胴 部 と 、 胴 部 と 前 記 軸 と の 間 に あ っ て 胴 部 の 径 と 前 記 軸 の 径 と  
の 中 間 径 を 有 す る 肩 部 と か ら な り 、 肩 部 の 平 面 側 の 稜 線 が 面 取 り さ れ て い る 、 請 求 項 １ に  
記 載 の 抜 歯 器 具 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
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【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 前 記 軸 は 、 前 記 ヘ ッ ド に 連 な る 又 は 前 記 ヘ ッ ド に 近 い 平 面 側 の 外 面 に 正 面 視 で 湾 曲 し た  
凹 み を 有 す る 。 差 し 込 み 動 作 の 時 に 人 差 し 指 を こ の 凹 み に 当 て る こ と で 、 誤 っ た 場 所 に 差  
し 込 む 医 療 事 故 を 防 ぐ こ と が で き 、 ま た 経 験 の 少 な い 歯 科 医 師 が 器 具 の 正 し い 持 ち 方 を 覚  
え や す く な る 。
　 前 記 グ リ ッ パ は 、 好 ま し く は 径 大 の 胴 部 と 、 胴 部 と 前 記 軸 と の 間 に あ っ て 胴 部 の 径 と 前  
記 軸 の 径 と の 中 間 径 を 有 す る 肩 部 と か ら な り 、 肩 部 の 平 面 側 の 稜 線 が 面 取 り さ れ て い る 。  
持 ち 上 げ 動 作 の 時 に 人 差 し 指 を こ の 面 取 り 部 に 当 て る こ と で 、 差 し 込 み 動 作 の 時 と 同 様 に  
医 療 事 故 を 防 ぐ こ と が で き 、 正 し い 持 ち 方 を 覚 え や す く す る 。
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